
第25回北海道教育大学へき地・小規模校教育推進フォーラム

遠隔教育の可能性と　　　　
　　　学校教育の発展条件

参加
無料

へき地・小規模校教育研究センター

北海道教育大学駅前サテライト/オンライン同時配信

2025.2.7
13：30～17：00

Fri

事前の申し込みが必要です。
下記HPお申込みフォームまたはQRコードからお申込み下さい。
https://www.hokkyodai.ac.jp/mail/47.html

　日本全国において、少子化・過疎化が進行する中で、学校統廃合ができない遠隔地域の学校では、学校規模も小規模校化
しています。このような中で遠隔教育の多様な活用は、子どもの社会的発達や学修意欲の向上に大きな可能性を有していま
す。また遠隔地域の教員研修においても、遠隔システムの効果的な活用によって、研修を充実させることが可能となりま
す。本フォーラムでは、教育政策の動向を踏まえつつ、遠隔教育の多様なあり方と可能性をとらえると共に、遠隔教育の活
用をはじめとした学校教育の発展条件をとらえていきます。

主催 後援
文部科学省
北海道教育委員会
全国へき地教育研究連盟

お問合せ
北海道教育大学教育研究支援部連携推進課
札幌市北区あいの里５条３丁目１－３
℡　011-778-0944

開会挨拶　田口　哲（北海道教育大学学長）
基調講演　　　１３：４０～１５：１０
講師・コメンテーター
淵上　孝　氏　（文部科学省大臣官房総括審議官）
　　　　　「教育政策の動向について」　
シンポジウム　１５：２０～１７：００
パネラーとテーマ
赤間　幸人　

福　宏人　氏
　　　
川端　香代子　氏　

        司会　川前　あゆみ　　 （北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター副センター長）

（北海道教育大学教職大学院特任教授）
「へき地・小規模校の遠隔教育特例校制度の活用と行政支援の役割」
（鹿児島県徳之島町教育長）
「へき地・小規模校の遠隔合同授業の発展条件と学校力の向上」
（北海道立教育研究所長）
「北海道における遠隔研修の実践と学校教育の発展」

閉会挨拶　玉井　康之　　 　   (北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター長）


